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１　公園施設長寿命化計画について
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1-1　公園施設長寿命化計画について

公園施設長寿命化計画とは・・・
目的：老朽化する公園施設を更新していくための年次計画

　　　  　計画期間１０年を目安

＜第１次＞公園施設長寿命化計画（ 計画期間：平成２３年度～令和２年度 ）

現　在

＜第２次＞公園施設長寿命化計画（ 計画期間：令和３年度～令和１２年度 ）

　  　「身近にある公園」と「規模が大きい公園」の２部構成の計画を検討

次 期 計 画 （ 見 直 し ）

○計画を立てる理由

・市が所有する膨大な公園施設の長期的な業務量の把握や必要となる予算額の想定が可能

　　→予防保全型管理 or 事後保全型管理の設定による維持管理コストの縮減

・国の交付金を活用する上で，公園施設長寿命化計画に基づき適切に維持管理された施設　

　であることが交付要件となっている。



１-2　公園施設長寿命化計画について

■現行計画の実績【第１次計画(H23～R2)】
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腐食し使用が危険な木製複合遊具（カムイの杜公園） 人気のある複合遊具に更新（カムイの杜公園）

錆び・劣化したシーソー（東光すぎのこ公園） キレイな新しいシーソーに更新（東光すぎのこ公園）

　計画を進めていく中で，様々な課題が浮き彫りに・・　

大型遊具

一般遊具



課題②　今後も増える老朽化施設に対応できない

課題①　進捗率の低さ

１-3　公園施設長寿命化計画について

■現行計画の推進上の課題【第１次計画(H23～R2)】
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• 第１次計画から１０年目の今，進捗率が２割程度

• 老朽化する施設に対し，更新が追いついていない現状

• 使用禁止遊具の増加

• 劣化した遊具を使用することによる事故のリスク

　　→場合によっては管理責任を問われ，訴訟に発展する可能性も



１-4　公園施設長寿命化計画について
■ 次期計画について【第2次計画(R3～R12)】
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○「身近にある公園」と「規模が大きい公園」の2部構成で計画策定

　　　　→ 公園の役割に応じて，求められるニーズが異なるため

第２次 旭川市公園施設長寿命化計画の構成

・街区公園，近隣公園，都

市緑地（小規模なもの）

などの比較的小さい公園

を対象

・ブランコやすべり台など

遊具が中心

身近にある公園

・地区公園，運動公園，総
合公園などの大きい公園を
対象

・遊具以外の施設が中心　　
（サッカー場，テニス　
　コートなどの運動施設）

規模が大きい公園

今回は「身近にある公園」について！！

R2実施 R3実施



１-5　公園施設長寿命化計画について

■ 【第2次計画(R3～R12)】公園施設長寿命化計画
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R2 R3

身近な公園について検討 規模が大きい公園
について検討

年度

○計画を検討する上で，「身近な公園」がどのような人に，どのような利用　
　がされているか把握する必要性がある。
　　→アンケート調査の実施

○身近な公園の利用については，第２次旭川市緑の基本計画のアンケート調　
　査において，子どもの遊びがメインという調査結果が出ている。

幼稚園・保育園 小学校 町内会

一般市民
       ・一般公園利用者
       ・子育て世代
       ・子育て支援団体 etc…

アンケート調査の４つの柱

③アンケート調査 ⑤方針検討①現地調査

現在の進捗位地

②サンプリング調査 ④アンケート調査の集計



２　旭川市の公園を取巻く現況と課題
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課題②　今後も増える老朽化施設に対応できない

課題①　進捗率の低さ

2-1　旭川市の公園を取巻く現況と課題

■現行計画の推進上の課題【第１次計画(H23～R2)】
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• 第１次計画から１０年目の今，進捗率が２割程度

• 老朽化する施設に対し，更新が追いついていない現状

• 使用禁止遊具の増加

• 劣化した遊具を使用することによる事故のリスク

　　→場合によっては管理責任を問われ，訴訟に発展する可能性も



2-2　旭川市の公園を取巻く現況と課題

■ 旭川市の公園予算の推移
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• 公園予算は20年前に比べ縮減傾向で、現在は30億円規模である。

• 維持管理の割合が増えている。

出典：旭川市
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東光スポーツ公園の新規整備に伴い「新規
整備費用」は上昇しているが，今後は整備
完了に伴い予算は減っていくと想定される



2-3　旭川市の公園を取巻く現況と課題

■ 更新が必要な予防保全施設の増加
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〇予防保全施設更新コストの現状と試算
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年代別施設数 累積数

2011～2019年までに更新し
た公園施設数 1,564施設

更新費  約20億円

2030年までに設置から25年以
上を経過する公園施設数 11,956施設

更新費（試算） 約284億円

• 予防保全施設の累積数は、年々増加しており、更新が必要になっている。

• 更新コストは2030年までに約284億円を要する試算となっている。



課題②　今後も増える老朽化施設に対応できない

課題①　進捗率の低さ

2-4　旭川市の公園を取巻く現況と課題

■現行計画の推進上の課題【第１次計画(H23～R2)】
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• 第１次計画から１０年目の今，進捗率が２割程度

• 老朽化する施設に対し，更新が追いついていない現状

• 使用禁止遊具，老朽化した外柵や公園照明などの一般施設の増加

• 劣化した施設を使用することによる事故のリスク

　　→場合によっては管理責任を問われ，訴訟に発展する可能性も



2-5　旭川市の公園を取巻く現況と課題

■老朽化が進む公園施設

〇老朽化が進行しているが，対応できていない公園施設
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雪押しにより曲がった柵（豊岡公園）

腐朽したデッキ（ごりょう公園） 腐朽し使用できない遊具（西御料公園）

腐食が進行している照明柱（豊岡しらかば公園）



2-6　旭川市の公園を取巻く現況と課題

■ 旭川市の公園建設数と推移

年代ごとの時代背景等
• 市街化区域は，内環状道路の外側を中心とし
て昭和 51～55 （1976～1980）年頃に急激に拡
大しましたが，人口のピークを迎えた平成７年
以降は拡大範囲も少なく，近年 10 年間では新
たな市街地の拡大は行われていません。（立地
適正化計画より）
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• 旭川市では、1956（昭和31）
年にはじめて公園が建設され、
1970～1980年代には公園数
が急増した。ピークは1979
（昭和54）年の29か所である。

• 1995（平成7）年以降は、減
少傾向にある。
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枠内にある公園の施設が老朽化　
し，更新の対象となってきている。



課題②　時代と共に変化する社会構造（人口問題）

課題①　第１次計画で見えた課題

2-7　旭川市の公園を取巻く現況と課題

■次期計画で解決したい点【第2次計画(R3～R12)】
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課題③　将来を見据えた公園のあり方

   　　　　　　→ 公園の機能の重複・適正な配置

市内に７２２ある公園・・・

課題の解決に向けては「公園の役割」
に応じた整理が必要！！

先程紹介
(P10～P15)



課題②　次代と共に変化する社会構造（人口問題）

課題①　第１次計画で見えた課題

2-8　旭川市の公園を取巻く現況と課題

■次期計画で解決したい点【第2次計画(R3～R12)】
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課題③　将来を見据えた公園のあり方

   　　　　　　→ 公園の機能の重複・適正な配置

市内に７２２ある公園・・・

課題の解決に向けては「公園の役割」
に応じた整理が必要！！



2-9　旭川市の公園を取巻く現況と課題

■ 都心部以外での人口の減少

〇地域別人口構成の推移
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• 地区別の人口は、2010 年と 2014 年の比較で、中央と大成の２地区で
増加、他 12 地区は減少、2014 年と 2018 年の比較では大成のみ増加
で他は減少となっており、減少率では西神楽、江丹別で特に大きい。

• 2014 年から 2018 年にかけて 14 地区中 10 地区で減少率が大きく
なっている。

出典：旭川市人口ビジョン【改訂版】



2-10　旭川市の公園を取巻く現況と課題

■ 全市的な児童数・幼児数の減少
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ブロック毎の児童数の推移（推計）

⑤神楽・西神楽ブロック
④神居・江丹別ブロック

③北星・春光・東鷹栖ブロック
②新旭川・永山ブロック
①中央・東・東旭川ブロック

• 児童数の推移をブロック別にみると、平成26年から令和元年までに全ブ
ロックで減少している。（下図-左）

• 就学前児童（0～5歳）は、今後5年間で約1～2割、減少していくことが
推定されている。（下図-右）

〇児童数と幼児数の推移と推計

出典：小中学校適正配
置計画（基本方針）
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課題②　次代と共に変化する社会構造（人口問題）

課題①　第１次計画で見えた課題

2-11　旭川市の公園を取巻く現況と課題

■次期計画で解決したい点【第2次計画(R3～R12)】
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課題③　将来を見据えた公園の在り方

   　　　　　　→ 公園の機能の重複・適正な配置

市内に７２２ある公園・・・

課題の解決に向けては「公園の役割」
に応じた整理が必要！！
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2-12　旭川市の公園を取巻く現況と課題

■ 1,000㎡未満の狭小公園は全体の約2割

〇1000㎡未満の狭小公園の占める割合

• 旭川市内の公園（児童遊園含む）722カ所中、379カ所（約52％）が
1000㎡以下。

• 旭川市内の公園（児童遊園含まない）437カ所中、 95カ所（約22％）
が1000㎡以下。

22%

54%

5%

15%

4%

旭川市の公園（児童遊園を含まない）
の面積別割合

1,000㎡以下

1,000㎡より大きく5,000㎡以下

5,000㎡より大きく10,000㎡以下

10,000㎡より大きく50,000㎡以下

50,000㎡より大きい



2-13　旭川市の公園を取巻く現況と課題

■身近な公園の密集エリアが存在する

〇街区公園や児童遊園などの身近な公園の密集エリア

22
※別紙（A3資料）参照



課題②　次代と共に変化する社会構造（人口問題）

課題①　第１次計画で見えた課題

2-14　旭川市の公園を取巻く現況と課題

■次期計画で解決したい点【第2次計画(R3～R12)】
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課題③　将来を見据えた公園の在り方

   　　　　　　→ 公園の機能の重複・適正な配置

市内に７２２ある公園・・・

課題の解決に向けては「公園の役割」
に応じた整理が必要！！



３　旭川市公園施設長寿命化計画策定に向けて
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3-1　旭川市公園施設長寿命化計画策定の方向性

■市民アンケート調査
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〇第２次緑の基本計画における身近な公園の利用傾向

出典：第２次旭川市緑の基本計画

身近な公園のメインの利用者である「子ども」や「町内会」にアンケート

調査を行う必要性がある。



3-2　旭川市公園施設長寿命化計画策定の方向性

　■市民アンケート調査

〇市民等アンケート調査の概要

26

・期　　間：令和2年10月19日～令和2年11月15日（町内会11月30日）

・実施対象：市民，小学校（教諭），幼稚園・保育園（幼稚園教諭・保育　

　　　　　　士），町内会

・実施方法：ウェブアンケート，用紙配布（町内会）

・回　　収：令和2年11月15日現在

　・市民（市職員含む）：1,123件

　・小学校：52件　回収率：98％

　・保育園・幼稚園：64件　回収率：52％

　・町内会：468件　回収率：24％（暫定値 〆は11/30）



3-3　旭川市公園施設長寿命化計画策定に向けて

　■市民アンケート調査

〇市民アンケート調査の参考となる意見の紹介（１）
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・遊具が無くても、広く子供達がのびのびと遊べる(簡易な球技や走り回るな　　
　ど)場所であれば良い。海外(アジア以外)の公園を見てもベンチと樹木だけ
　など、遊具の設置はあまり見ない。（40代 春光在住）

・選択と集中が必要ではないか。児童公園などは最低限の遊具を維持し、使
　用状況によっては撤去も必要。一方、常磐公園の遊具は30年以上、維持
　はされているが更新されていない。必要な箇所には投資するべきでは。
　（40代 西地区在住）

・遊具を多少減らしてもいいので子供が遊びたいと思える綺麗な公園を作っ
　て欲しいです。ボロボロで汚く手入れのされてない公園が多くそんな公園
　では誰も使用しません。（30代 末広在住）

・ある程度の遊具も必要だが，子どもがボール遊びを思い切りできるスペー
　スをもっと確保してもらいたい。（40代 春光在住）



3-4　旭川市公園施設長寿命化計画策定に向けて

　■市民アンケート調査

〇市民アンケート調査の参考となる意見の紹介（２）
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・公園にある施設の修繕や新調に関して，学校が利用する場合の要望を聞い
　ていただけいると，学校教育おいて，より効果的に活用することができま
　す。（市内A小学校）
・公園の維持費や必要性などを管理側から地域に発信していくべきである。
　少子化または管理ができなくなっていく中で,このままでは公園はなくなっ
　てしまうのではないか。（市内D小学校）

・保育園の周辺には公園・児童遊園が複数あり、その日その日で行く場所を　
　変えることができて便利である。できるだけ数は維持してほしいが、一つ
　一つが小さいので、大人数で行くことができない。大きい公園があるとと
　ても助かります。（市内S保育園 ）
・住宅地の中に、遊具も何もない家一件位の土地の公園が最近必ず作られる
　が、子ども同士で遊ぶには狭すぎて、鬼ごっこもボール遊びも自然物に触
　れる等何も出来ない。あまり有効なものにみえない。（市内R保育園）



3-5　旭川市公園施設長寿命化計画策定に向けて

　■市民アンケート調査

〇アンケート調査の参考となる意見のキーワード
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・子どもがのびのび遊べる広い大きな公園

・限られた予算での選択と集中

・学校や地域との協働

・小さい公園をたくさん作る時代から，広い大きな公園を求める　

　ニーズの変化

・限られた予算でどうすれば公園利用者の満足度を上げれるか？

・単純に今あるものを更新（すべり台→すべり台）するのではな

　く，その地域が何を求めているかニーズを調査し，地域にあった

　公園整備が必要？

キーワードを解釈すると・・・ これからの公園に求められることは・・・
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・限られた予算の中，全ての施設を更新することは現実的に難しい。

・街区公園等の住区基幹公園について「核となる公園（利用者が多い公　

　園）」を設定し，その公園を充実させることで幼稚園や保育園，町内

　会などの地域のニーズに応える。

・整備を検討する上で，現在の公園の配置状況と，地域のニーズとの２

　つの条件のマッチが必要不可欠

・話が発展すれば，段階的に模索し，方向付けは可能か？

→他自治体では，先進的な取り組みを実施しているところもある。
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• 様々な自治体において，厳しい財政事情の中，公園を維持していく

ため，地域のニーズに応えるために多岐にわたる取り組みを行って

いる。

• 今回の市民アンケート結果や，本市の公園が抱える課題，他都市の

例も参考にしながら，様々な要素を考慮した中で，将来にわたって

持続可能な公園施設のあり方について検討を行っていく。

• 第２回緑の審議会においては，市民アンケートの結果や今後の具体

的な計画方針案などを報告していきたい。


